
月

2025年

18:30～20:00日11 10月

お申込み、お問合せ先

お申込みお申込み

11月7日(金)までに、申込みフォームまたはE-mailにてお申込みください。
　

URL：https://forms.gle/DYryFJHCFARxJuJQ8
　

　〈メールで申込みされる方〉
お問合せのアドレスまで、1.氏名（ふりがな） 2.電話番号　3.メールアドレス を
お知らせください。件名に「11/10 FORUM21申し込み」と入力してください。

申込みQR

年年
参加費無料

個人年金などの私的年金があるにも関わらず、なぜ政府
が関与する公的年金が必要なのだろうか？  私たちの
社会にその仕組みがなければどんな社会になるの
か、もしもの社会を想像し公的年金の必要理
由を考えます。

東北公益文科大学
研究分野：年金教育・公的年金

　公的年金に対する若者の意識変容に向け、年金教育の研究に取り組んでいま
す。過去に、厚生労働省年金局主催の「公的年金の分かりやすい情報発信モデ
ル事業検討会」の構成員を務めた経験から、保険料の未納・滞納問題を改善す
るための手法として、効果的な年金広報のあり方を追究しています。

金金の必要性を理解しの必要性を理解し

東北公益文科大学　地域共創センター　山形県酒田市飯森山3-5-1　
TEL：0234-41-1115 MAIL：kyoso@koeki-u.ac.jp　

本事業は「公益のふるさとづくり活動補助金」（庄内開発協議会）の支援を受けて行っています。

どなたでも対象 50名定員

酒田市公益研修センター 中研修室１会場
（東北公益文科大学 酒田キャンパス内）

教授阿部 公一 （政策コース）講師

社会とつながろう社会とつながろう
公公的的


